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中心市街地・西部地区都市再生整備計画

平成27年度　～　平成30年度　 東川町、北海道

定住人口：計画区域内の定住人口

コミュニティ施設の利用者数：西部コミュニティセンター・公民館・地域交流センターの年間来館者数（町担当課集計）　

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

A10-001 都市再生 一般 東川町 直接 東川町 428

合計 428

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

合計

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計

番号 備考

社会資本総合整備計画（市街地整備） 平成30年12月14日

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

大目標：豊かな自然と人々がおりなす文化が調和した潤いと活力のある町づくり
目標１－人と文化を育むまちづくり
目標２－人と自然が共生するまちづくり
目標３－参加と対話で築くまちづくり

　　計画の成果目標（定量的指標）

定住人口の増加（人）
コミュニティ施設の利用者数の増加（人／年）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

5,286 5,323 5,360

70,032 70,522 71,012

（H27当初） (H29末） （H30末）

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

0 百万円 Ｃ 0 百万円 Ｄ 95百万円
効果促進事業費の割合

523百万円 Ａ 428百万円 Ｂ

東川町 東川町中心市街地・西部地区都市再生整備計画事業

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）
費用便益比

（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果



Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

D17-001 地籍整備 一般 北海道 間接 95

合計 95

番号 備考

D17-001

交付金の執行状況
（単位：百万円）

東川町 東川町社会資本整備円滑化地籍整備事業 調査面積　1.45㎢ 東川町

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

全体事業費
（百万円）（面積等）

H27 H28 H29 H30 H31

一体的に実施することにより期待される効果
都市再生整備事業（A10-001）に先行して、土地境界情報を明確にすることにより、事業の円滑な実施を図る。

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0

配分額
（a）

23.9 55 48.8

前年度からの繰越額
（d）

0 0 0

交付額
（c=a+b）

23.9 55 48.8

翌年度繰越額
（f）

0 0 0

支払済額
（e）

23.9 55 48.8

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0 0

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

- - -

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0 0 0



（参考図面）市街地整備

計画の名称 中心市街地・西部地区都市再生整備計画

計画の期間 平成27年度　～　平成30年度　（４年間） 交付対象 東川町、北海道
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 326 ha

平成 27 年度　～ 平成 30 年度 平成 27 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 H25 H30

人／年 H25 H30

定住人口 　計画区域内の定住人口
緑地、道路の整備により、美しいまちなみを形成することによって定住人口の増加
を図る。 5,286 5,360

コミュニティ施設の利用者数
　西部コミュニティセンター・公民館・地域交流センターの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年間来館者数（町担当課集計）

町民が自主的に交流できる場を提供できることで、コミュニティ活動の活性化を図
る。 70,032 71,012

大目標：豊かな自然と人々がおりなす文化が調和した潤いと活力のある町づくり

目標１－人と文化を育むまちづくり
目標２－人と自然が共生するまちづくり
目標３－経済基盤の確かなまちづくり

・東川町は、日本で最大の大雪山国立公園の玄関口に位置し北海道の最高峰旭岳を有する自然豊かなまちである。また、北海道第二の都市である旭川市から車で約２５分、旭川空港から車で約１０分という恵まれた環境にある。
・昭和60年に「写真の町」を宣言し、写真を核とした特徴ある町づくりを進めており、宣言30年を迎えた平成26年には「写真文化首都」を宣言し、世界の写真文化の中心地として世界に開かれたまちづくりを進めている。
・平成１７年に景観行政団体となり、平成１８年に東川町独自の景観計画を定め、将来にわたり町民・事業者・行政の協力と創意工夫により東川町らしい環境や景観づくりを進めている。
・外国人の日本語留学生の受け入れを行うなど、国際交流を推進している。
・大規模な市町村の再編が進められていた中、自立する町を念頭に置き、「住民の繁栄、住民の安全・安心、住民の幸福」をより向上させることができるまちづくりを進めている。

・良好な居住環境の形成をおこない、居住人口を回復させるため、宅地開発に伴う幹線道路の接続等、歩行者、自転車が安全に通行できる道路環境が必要である。
・若年層や働き盛り世代が定住しやすい生活環境を創出するため、子育て支援事業を推進する必要がある。
・人が集う活力ある町づくりを進めるため、文化芸術、スポーツ、国際交流など、町の特性を活かした交流人口の増加施策が必要である。
・中心市街地の空洞化対策のため、中心市街地への回遊性を高める必要がある。
・住宅地の拡大により、農家住民と非農家住民の交流が減少する中、地域コミュニティの活性化のため地域住民が自主的に交流できる環境整備が必要である。

将来ビジョンについては、東川町の町づくり計画であるプライムタウンづくり計画２１－Ⅱに基づき、次のとおり設定する（（　）内はまちづくり計画の位置づけ）
・道路、緑地公園等、景観に配慮した安全で憩いの場所となる施設を整備し、良好な居住環境の形成と居住人口の回復を行う。（人と自然が共生するまちづくり）
・こどもが安心して遊べる場を整備するなど、若年層や働き盛りの世代が定住しやすい生活環境を整える。（人と自然が共生するまちづくり）
・文化芸術、スポーツ、国際交流など町の特性を活かした施設を整備し、人が集う活力ある町をつくる。（人と文化を育むまちづくり）
・空地や空き家を活用した施設整備やソフト事業の実施により、中心市街地への回遊性を高め、活気にあふれたまちをつくる。（経済基盤豊かなまちづくり）
・農家住民と非農家住民の交流を推進し、地域住民のコミュニティづくりを推進する。（参加と対話でつくるまちづくり）

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 北海道 東川町 中心市街地・西部地区

計画期間 交付期間 30



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○既成市街地からの都市機能の拡散防止措置について
　・公営住宅の整備方針を定めた計画を策定し、良好な住環境で高齢化社会に対応した公的賃貸住宅の整備を図る。
　・子育て支援型等地域優良賃貸住宅整備事業の推進により、子育て世帯を対象とした、景観形成のモデルとなる戸建て賃貸住宅の整備を図る。
　・景観法に基づく東川町景観計画に基づき、統一感ある町並みを形成するとともに、景観住宅建築支援事業の推進により、景観形成に配慮された住宅地景観の整備を図る。
　
○交付期間中の計画の管理について
　・事業の調整について、中心市街地の組織（商工会、JA、商協、観光協会、建設業協会、住民）街なか活性化推進協議会と西部地区の組織（地域住民の代表）西部自治振興会及び都市計画委員会で協議する。
　・事業の問題に対する解決について、役場各課の代表で組織する作業部会（街なか活性化推進協議会の下部組織）で協議し対処する。
　・計画の内容について最新の情報を、ホームページに掲載し、毎年の実施事業を年度当初の広報を通じて周知する。

○事業終了後の持続的なまちづくり体制について
　・事業完了後の評価について、都市計画委員会において事後評価を行なう。
　・景観行政団体として、景観に関連したまちづくりを推進し、写真写りの良い景観形成を図っていく。

方針に合致する主要な事業
整備方針１－人と文化を育むまちづくり
・地域のコミュニティ活動の高揚を図り、連帯と協調にささえられた住民主体・住民参加のまちづくりを推進するため地域活動によるイベントができる
広場の整備を行う。
・地域住民の交流活動活性化するために、交流の拠点となる施設を整備する。
・世界に開かれたまちづくりを推進するために、町の特性を活かした文化芸術の発信及び国際交流の拠点となる施設を整備する。

【公園（基幹事業・町）】：西部地区コミュニティ公園整備事業、中心市街地公共公園整備事業

【関連事業】：東川町文化芸術交流センター整備事業、写真文化首都創生館整備事業

整備方針２－人と自然が共生するまちづくり
・公共施設周辺等の景観や生活環境に配慮し、公共空間を地域公園として整備を行い、緑化の推進を図る。
・景観に配慮した町並み形成を行うとともに、高齢者と若者の混住による安心安全な住環境の整備を推進するため、道路、公園緑地等の整備を行
い、居住人口の増加を図る。
・定住人口を増加させるために宅地造成地内に緑化した遊歩道を整備し、景観に配慮した居住空間を創出する。

【道路（基幹事業・町）】：1丁目道路、南３条南中道路、南４条道路、南５条道路
【公園（基幹事業・町）】：南町1丁目緑化公園
【高質空間形成（基幹事業・町）】：南町1丁目道路、遊歩道緑化施設
【地域生活基盤施設（基幹事業・町）】：南町1丁目緑化施設、南町1丁目雨水排水調整施設

【関連事業】：公営住宅等整備事業、南町1丁目団地整備事業

整備方針３－経済基盤の確かなまちづくり
・中心市街地への回遊性を高めるイベントスペース、駐車場などの公共空間を整備する。
・魅力的で活力ある町なみを創出するため、周辺環境と調和したグレードの高い都市空間を整備する。

【公園（基幹事業・町）】：中心市街地公共公園整備事業

【関連事業】：東川町文化芸術交流センター整備事業



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項　

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 東川町 直 L=230m H27 H28 H27 H28 67 67 67 67

東川町 直 L=65ｍ H27 H27 H27 H27 10 10 10 10

東川町 直 L=170m H28 H28 H28 H28 25 25 25 25

東川町 直 L=75m H28 H28 H28 H28 12 12 12 12

東川町 直 A=15,000㎡ H29 H30 H29 H30 185 185 185 185

東川町 直 A=4,561㎡ H28 H29 H28 H29 45 45 45 45

東川町 直 A=3,054㎡ H29 H29 H29 H29 30 30 30 30

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

東川町 直 A=400㎡ H28 H28 H28 H28 8 8 8 8

東川町 直 A=4,200㎡ H27 H27 H27 H27 33 33 33 33

東川町 直 A=1,700㎡ H28 H28 H28 H28 13 13 13 13

高次都市施設

中心拠点誘導施設

連携生活拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業(高次都市施設)

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 428 428 428 428 0 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

合計 0 …B
合計(A+B) 428

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
東川町 国土交通省 8棟16戸 ○ H27 H29 208

東川町土地開発公社 国土交通省 A=9,500㎡ ○ H27 H28 28

東川町 国土交通省 A=6,800㎡ ○ H27 H28 300

東川町 国土交通省 A=2,484㎡ ○ H29 H29 1,200

合計 1,736

公営住宅等整備事業 南町１丁目団地

南町１丁目団地整備事業 南町１丁目団地

東川町文化芸術交流センター 中心市街地

中心市街地写真文化首都創生館整備事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

地域創造
支援事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

住宅市街地
総合整備
事業

南町1丁目雨水排水調整施設

高質空間形成施設 南町１丁目遊歩道緑化施設

地域生活基盤施設 南町１丁目緑化施設

南５条道路

公園 中心市街地公共公園

西部地区コミュニティ公園

南町１丁目緑化公園

細項目 うち民負担分
１丁目道路

南３条南中道路

南４条道路

交付対象事業費 428 交付限度額 171.2 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間



都市再生整備計画の区域

　中心市街地・西部地区（北海道東川町） 面積 326 ha 区域 東川町東町・西町・南町・北町

清流団地

郵便局

㈱アーリー

コジマ

タイムス

上坂木材㈱

㈱カワムラ

昭和木材㈱

エノ産業㈱

滝沢ベニヤ㈱

西川団地

㈱北海工芸
㈱インテリアナス

工業 団地

農 用 地 区 域

農 用 地 区 域

農 用 地 区 域

農 用 地 区 域
農 用 地 区 域

農 用 地 区 域

大雪木工㈱

北 電

北 電

町民グランド

東 川高 校
東 川中 学校

東川 小学 校

海洋センター

幼児センター

東川町役場

羽衣 公園

公園 団地

東川 神社

南 団 地

旭川アスコン

東 神 楽 町

旭 川 市

西
６

号

西
７

号

西
８

号

西
９

号
１ ０
号

西 西
５

号

西

４
号

西

３

号

西
２

号

北１ 線北 １線

道道旭川旭岳温泉線

南１ 線
南１ 線

忠
別

川

←

道道旭川旭岳温泉線

住 居 地 域

商 業 地 域

準工業 地域

公共施設 等

東 川農 協

化成㈱

日本メディカルプロダクツ㈱

車両センター

診 療所

公民館

道
道
東
川
・東
神
楽
・旭
川
線

道草館

コンサ
フィールド東川

ふれあいグリーンパーク

凡 　 例

0ｍ 100ｍ 500ｍ

S＝1：25,000



　中心市街地・西部地区（北海道東川町）　整備方針概要図　

定住人口 （人） 5,286 (25年度） → 5,360 （30年度）
コミュニティ施設利用者数 （人） 70,032 (25年度） → 71,012 （30年度）目標 豊かな自然と人々がおりなす文化が調和した潤いと活力のある町づくり

代表的
な指標


